
 

 

 

 

 

 

１ はじめに 

本校は，小学部から高等部までの知的障害

のある子供 58 人が在籍しており，「明るく・

仲よく・がんばる子供」を目指す像とし，そ

れぞれの子供の発達の状況や認知特性に応じ

たきめ細かい指導を実践している。また，大

学の附属学校として，教育実習生の受け入れ

や，教育研究等にも力を入れている。 

２ 主題設定の理由 

  発達の状況や認知の特性について個人差

が大きい本校では，学校保健においても子供

たちが自立した生活をするために，主体的に

健康づくりに取り組むことが大切であると考

える。 

  そのためには，子供の姿を捉える際に，集

団として統計等の結果による全体指導だけで

なく，子供の日常の姿や，保護者，担任等と

の情報共有による一人一人に対するより丁寧

な実態把握と，その実態に応じて学校内外と

連携した細やかな支援が必要ではないかと考

え，本主題を設定した。 

３ 子供の実態 

  本校の子供たちは，明るく活発で何事にも

懸命に取り組むことができるが，見通しをも

つことが苦手だったり，不安なことがあると

活動が滞ってしまったりすることがある。 

歯科保健に関しても，学習の場や，歯磨き

指導の時間には，自ら進んで取り組もうとい

う姿が見られる。しかし，知的障害のある子

供たちにとっては，歯科検診を始めとする健

康診断は，保健室で，学校医等が体や口を触

るというふだんの授業とは大きく異なる体験

であり，恐怖心を抱いたり，見通しがもてず

に不安になったりすることも多い。その結果，

正しく検診を受けられない場合が生じる。 

また，各家庭においては，乳幼児期から子

供の成長に合わせた支援や健康管理がされて

おり，歯に関しても，仕上げ磨きや定期的な

歯科受診を行っている家庭が多い。一方で，

病院への恐怖心から，病院受診自体が困難な

子供もいる。 

４ 取組の実際 

  歯と口の健康について子供たちが主体的

に取り組めるよう，次に示す取組を行った。 

(1) 学校内の連携 

ア 保健教育 

(ｱ) 教科等 

・ 小学部「日常生活の指導」 

・ 中，高等部「保健体育」 

・ その他の教科（国語，自立活動 等） 

(ｲ) 保健だより・掲示  

子供たちが興味を持

つことを最優先し，保

健だよりはインパクト

のある紙面を，掲示は

触れたくなるような操

作性のある教材を意識

し，作成している。 

   (ｳ) 食育との関連 

     給食では，発達の状況や特性に応じ， 

食材の大きさや配膳を工夫している。 

また，栄養士と連携し，食育の日や， 

11月のいい歯の日の給食献立に，「か 

みかみメニュー」を取り入れ，保健だ 

より等でレシピの紹介をしている。 

イ 保健管理 

(ｱ) 定期健康診断 

  主体的に，正しく歯科検診を受けら 

れるように，事前指導を実施している。 

地区研究で作成した資料を参考に事 

前指導資料「歯科検診の受け方」を作 

成し，各学級で活用することで，検診 

主体的に歯と口の健康づくりに取り組

む子供の育成 

～一人一人の実態に応じた細やかな支援によ

る学校保健の充実～ 
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の意義や受け方を学び，見通しをもっ

て検診を受けられるようにした。 

また，検診に恐怖心を 

抱く子供については，個 

別に歯鏡等の検診器具を 

事前に貸し出し，保健室 

と器具に段階的に慣れるよう繰り返し 

練習することで，歯科検診当日，学校 

医の前で自ら口を開けることができた。 

   (ｲ) ＩＣＴを活用した歯磨き指導 

実態や興味に応じたアプリを使っ 

て，子供たち自身がタブレットで楽し

みながら歯磨きに取り組めるようにし

ている。 

ウ 組織活動 

   (ｱ) 保健給食委員会 

・ 歯磨き週間の歯磨きポスター作成。 

・ いい歯の日に 

ちなんだ動画教 

材作成と全校へ 

の発信。 

   (ｲ) 学校保健委員会・ＰＴＡ保健部会 

・ 学校保健委員会におけるテーマに      

ついて保護者と職員での協議。 

・ 地区保健大会後の時間を利用した

保護者同士や養護教諭との意見交換。 

 (2) 学校歯科医や保護者との連携 

  ア 学校歯科医 

定期健康診断では，保護者に事前質問

票を提出してもらい，学校歯科医が検診

時に回答くださった内容を返信するこ

とで，検診結果と併せて各家庭での健康

づくりの参考にしてもらっている。また，

保健だよりに学校歯科医の写真や指導

助言を掲載したり，いい歯の日の動画に

出演していただいたりすることで，子供

たちにとって親しみのある存在となっ

ている。 

  イ 保護者 

保護者とは登下校の送迎時を利用し，

情報共有を行ったり，個別の相談受けた

りしている。６月，夏休み，冬休みには，

家庭で歯磨きやアウトメディア，あいう

べ体操に取り組む期間を設けており，各

家庭で子供の課題に応じた目標を設定し，

結果を記入したり，シールを貼ったりと

工夫しながら家族で取り組んでもらって

いる。 

５ 成果と課題 

○ 子供たち一人一人の実態に応じた学習

や支援を模索したり，ＩＣＴを用いて，子

供たちが協働して教材を作成したりする

ことで，健康に関する興味関心が高まり，

健康診断に主体的に取り組もうとするな

ど，子供自身が健康的な生活に向かおうと

する姿が見られるようになった。 

○ 学校内外と連携することで，知的障害 

のある子供の実態と課題を多角的に捉え，

健康に関する教育的ニーズを意識した取

組や，協働による指導ができるようになり

つつある。 

● 咀嚼や，歯列など，特別支援学校として

持つ課題についての取組が不十分である。 

● 病院受診や，予防的ケアなど，子供によ

っては，将来や，社会生活につながる取組

までには至っていない。 

６ おわりに 

高等学校から特別支援学校に初めて赴任し，

戸惑うことも多かったが，子供たち一人一人

の実態に応じた指導や支援を行うという，特

別支援教育の実際を目の当たりにし，教育の

原点に立ち返って子供たちを見る機会をいた

だいた。学校保健に関しても教員や保護者，

学校医等，多くの温かい目が子供たちを支え

ている。今後も，関係機関と連携し，子供た

ちが現在そして将来に渡って，安心・安全に

学校生活を送り，自らの健康を考え行動でき

るために，今何が必要かを考えていきたい。 
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